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○第２回 A

2014 年

専門家会合が
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本会合では

においてＡ

が合意された

ンケート調査

ら「共同教

育プログラ

おける国際

ました。さ
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換されました
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今後、本会
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たことを受け

査の中間報告

育プログラム

ムに関連して
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保証専門家会

ア・バリで、

部の土屋評価

トナム・ハノ

学生移動に伴

り実施した学

けて、アンケ

した質保証の

の仕組み」に

保証メカニズ

定している、

ent Excha

長も務めた当

して当機構の

いて紹介があ

換を通じて、

SEAN+3WG

 APT 質保証

会合を開催

第２回 AP

価研究主幹を

イで開催され

伴う質保証の

学生移動（モ
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質保証連
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連携 
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http://www.niad.ac.jp/n_kokusai/indonesia/index.html


海外の質保
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学位授与事業 

 

短期大学・高等専門学校卒業者等を対象とする単位積み上げ型の学位授与関係 

 

○平成 26 年度 10 月期申請における大学評価・学位授与機構試験日程 

１ 試験日・試験場 

試 験 の 区 分 試  験  場 試 験 日 時 

小論文試験 

（学修成果としてレポー 

トを提出した者） 

札幌地区 

北海道大学札幌キャンパス地球環境科学研究院 

北海道札幌市北区北 10 条西５ 

平成 26 年 12 月 14 日（日）

 

午前の部： 

  11 時 00 分～12 時 30 分

午後の部： 

  14 時 30 分～16 時 00 分

 

東京地区 

独立行政法人大学評価・学位授与機構小平本館 

東京都小平市学園西町１－29－１ 

大阪地区 

関西大学千里山キャンパス第１学舎４号館 

大阪府吹田市山手町３－３－35 

岡山地区 

岡山大学津島キャンパス工学部１号館 

岡山県岡山市北区津島中３－１－１ 

福岡地区 

福岡工業大学Ａ棟 

福岡県福岡市東区和白東３－30－１ 

面接試験 

（専攻の区分「音楽」また

は「美術」でレポート以外

の学修成果を提出した者） 

東京地区 

独立行政法人大学評価・学位授与機構小平本館 

東京都小平市学園西町１－29－１ 

平成 26 年 12 月７日（日） 

面接試験時間は受験票で 

ご確認ください 

 

２ 受験票などの送付 

  受験票は、受験者心得とともに試験日の 10 日前までに送付します。 

  その日までに届かない場合は、当機構に電話で問合せてください。 

 

  [お問合せ先] 

  独立行政法人大学評価・学位授与機構 

管理部学位審査課 

    〒187-8587 東京都小平市学園西町 1－29－1 

    ℡：042-307-1550（問合せ専用） 

受付時間：9:00～12:00 13:00～17:00（土・日曜、祝日、年末年始を除く。） 
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○276 人に学士の学位を授与－平成 26 年度４月期申請分－ 

平成 26 年度４月期における学士の学位授与申請を受け付けた結果、19 専攻分野、34 の専攻の区分

にわたる 316 人から申請があり、６月８日（日）に小論文試験（東京及び大阪地区）と面接試験（東京

地区）を実施しました。 

 学士の学位授与については、関係各専門委員会での修得単位の審査及び学修成果・試験の審査の結果

に基づき、８月 22 日（金）開催の学位審査会において最終審査が行われ、合格と判定された 276 人に

対し学士の学位を授与しました。 

 

平成 26 年度４月期の学士の学位申請者数 

及び学位取得者数（基礎資格別） 

平成 26 年度４月期の学士の学位申請者数及び学位取得者数 

（専攻の区分別） 

基礎資格 
申請者数

（人） 

取得者数

（人） 
専攻分野の名称 専攻の区分 

申請者数

（人） 

取得者数

（人） 

短 期 大 学 卒 業 者 90 81

文 学

英 語 ・ 英 米 文 学 2 2

高 等 専 門 学 校 卒 業 者 23 22 歴 史 学 1 1

専 門 学 校 修 了 者 169 152 心 理 学 3 3

大 学 中 退 者 24 15 教 育 学 教 育 学 12 10

飛 び 級 1 0 社 会 学 社 会 学 6 3

大 学 卒 業 者 7 4 学 芸 国 際 関 係 1 1

外 国 資 格 2 2 社 会 科 学 社 会 科 学 1 1

合   計 316 276 法 学 法 学 4 0

   
経 済 学 経 済 学 1 0

   
経 営 学 経 営 学 1 1

   

理 学

数 学 ・ 情 報 系 2 0

   
物 理 学 ・ 地 学 系 1 0

   
生 物 学 系 1 0

   
薬 科 学 薬 科 学 1 1

   
看 護 学 看 護 学 197 183

   
保 健 衛 生 学

検 査 技 術 科 学 6 6

   
臨 床 工 学 9 9
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   専攻分野の名称 専攻の区分 
申請者数

（人） 

取得者数

（人） 

   

保 健 衛 生 学

放 射 線 技 術 科 学 7 7

   
理 学 療 法 学 5 5

   
作 業 療 法 学 2 1

   
言 語 聴 覚 障 害 学 1 1

   
鍼 灸 学 鍼 灸 学 4 2

   
口 腔 保 健 学 口 腔 保 健 技 工 学 1 1

   
柔 道 整 復 学 柔 道 整 復 学 4 3

   
栄 養 学 栄 養 学 10 6

   

工 学

機 械 工 学 2 2

   
電 気 電 子 工 学 4 4

   
情 報 工 学 5 4

   
応 用 化 学 3 3

   
材 料 工 学 1 1

   
建 築 学 2 1

   
社会システム工学 1 0

   
商 船 学 商 船 学 12 12

   
芸 術 学 美 術 3 2

   
合   計 316 276
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機構の窓 

 

○会議の開催状況 

・ 国立大学教育研究評価委員会 

第39回 平成26年10月28日（火） 13時30分～15時30分 

議事 

（１）専門委員の委嘱について 

（２）今後のスケジュールについて 

（３）その他 
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主要行事日程 

 

○ Schedule 

11月 

日 行事名 担当課 関連ページ

７日 学位審査会（平成 26 年度第 3 回） 学位審査課 関連ページ 

２６日 大学教育の質保証研修 評価企画課 関連ページ 

2７日 NIAD-UE シンポジウム 国際共同教育プログラムの質保証：

日中韓の連携による教育の質モニタリングを通し

て見えてきたことは 

国際課 関連ページ 

 

12月 

日 行事名 担当課 関連ページ

７日 大学評価・学位授与機構試験（面接） 

（東京地区） 

学位審査課 関連ページ

1４日 

 

大学評価・学位授与機構試験（小論文） 

（札幌地区、東京地区、大阪地区、 

 岡山地区、福岡地区） 

学位審査課 関連ページ 

 

２０１５年１月 

日 行事名 担当課 関連ページ

1９日 大学機関別認証評価委員会（第２回） 評価支援課 関連ページ

２０日 高等専門学校機関別認証評価委員会（第２回） 評価支援課 関連ページ

２８日 法科大学院認証評価委員会（第３回） 評価支援課 関連ページ

 

http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/gakui/shinsa/index.html
http://www.niad.ac.jp/n_kenkyukai/1254751_1207.html
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/hyouka/daigaku/index.html
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/hyouka/kousen/index.html
http://www.niad.ac.jp/n_kikou/shokaigi/hyouka/houka/index.html
http://www.niad.ac.jp/n_gakui/information/index.html
http://www.niad.ac.jp/n_gakui/information/index.html
http://www.niad.ac.jp/n_kenkyukai/1256201_1207.html
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